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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ

た
り
町
民
の
皆
様
と
共
に
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
事
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
相
次

ぐ
台
風
の
襲
来
で
家
屋
・
牛
舎
等
の
倒
壊
や
、
さ
と
う
き
び
・

園
芸
作
物
に
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
方
に
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
衆
議

院
解
散
で
師
走
選
挙
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
公
私
に
わ
た
り
多

忙
を
極
め
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
伊
仙
町
で
は
昨
年
、
町
制
施
行
50
周
年
と
い
う
歴

史
に
残
る
記
念
事
業
を
、
多
く
の
郷
友
会
の
皆
様
方
や
全
町

民
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
挙
行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
50
年
間
に
多
く
の
先
輩
た
ち
が
艱
難
辛
苦
に
も
負
け

ず
、
町
の
発
展
に
心
血
を
注
い
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
と

敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
半
世
紀
を
振
り
返
る
と
、
戦

後
の
復
興
期
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
奄
美
群
島
は
、
奄
美
群
島

復
興
・
振
興
・
振
興
開
発
事
業
に
よ
り
、
道
路
、
港
湾
、
学

校
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
特
に
伊
仙
町
に
お
い
て
は
、

激
し
い
政
争
の
町
と
い
う
印
象
が
強
く
、
町
の
順
調
な
発
展

を
阻
害
し
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
そ
の
反
省
を

踏
ま
え
、
町
民
が
心
を
ひ
と
つ
に
一
致
団
結
し
、
次
の
50
年

を
「
誰
も
が
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
う
魅
力
あ
る
誇
り
高
い

町
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

伊
仙
町
の
「
熱
い
」
町
民
性
は
時
に
激
し
く
対
立
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
て
方
向
性
が
定
ま
る
と
力
強
く

前
進
し
て
い
き
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
と
い
う
時
代
背
景
の
中
、
若
者
は
都
会
へ

流
出
、
過
疎
化
が
進
行
し
、
50
年
で
人
口
が
1
万
6
千
有
余

か
ら
７
１
４
５
人
（
平
成
24
年
11
月
末
現
在
）
と
半
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
最
大
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
国
・
県
に
対
し
、
具
体
的

政
策
を
自
ら
提
案
し
、
交
渉
す
る
知
恵
と
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

「
地
域
力
」
と
は
地
域
が
そ
の
特
徴
あ
る
自
然
、農
業
・
文
化
・

伝
統
な
ど
に
自
信
を
持
ち
全
員
が
共
働
で
そ
れ
を
「
宝
」
に

磨
き
上
げ
る
作
業
で
す
。
長
寿
・
子
宝
・
闘
牛
は
ま
さ
に
伊

仙
町
の
地
域
力
が
生
ん
だ
宝
で
す
。
政
策
は
こ
の
宝
を
生
か

す
こ
と
で
す
。

奄
美
琉
球
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
1
月
に
は
環
境
省
が
奄
美
琉
球
諸
島
を
掲
載
し
た
暫

定
リ
ス
ト
を
外
務
省
を
通
じ
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
、
25
年
度
中
に
奄
美
群
島
国
立
公
園
の
指
定
を

行
い
、
平
成
28
年
度
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
な
ど
国

県
市
町
村
が
連
携
し
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
～
30
年
度
の
次
期
奄
振
期
間
中
の
登
録
実
現
が
現
実
味
を

帯
び
て
い
る
中
で
奄
振
も
地
元
の
意
見
や
要
望
を
中
心
と
し

た
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
を
取
り
入
れ
た
形

で
の
法
延
長
に
加
え
、
一
括
交
付
金
化
「
奄
美
群
島
成
長
戦

略
推
進
交
付
金
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
地
元
自
治

体
が
個
々
の
特
色
を
生
か
し
た
知
恵
と
発
想
の
発
揮
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
年
、
奄
美
地
方
で
も
異
常
気
象
が
続
き
、
今
年
も

台
風
15
、
16
、
17
、
21
号
と
大
型
台
風
が
直
撃
し
て
、
住
家

や
農
作
物
、
公
共
施
設
等
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
50
年
間
で
最
悪
の
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
農
家
の
方
々
は
苦
境
に
屈
す
る
こ
と
な
く

力
強
く
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
、
米
軍
普
天
間
基

地
移
設
で
徳
之
島
案
が
報
道
さ
れ
た
と
き
、
島
民
が
一
致
団

結
し
島
の
自
然
・
文
化
・
農
業
を
絶
対
に
守
る
と
い
う
強
い

意
志
で
、
1.5
万
人
集
会
を
開
き
、
断
固
反
対
を
貫
き
ま
し
た
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
永
遠
に
こ
の
島
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

「
自
立
」「
挑
戦
」「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
共
に
創
ろ

う
躍
進
す
る
輝
く
伊
仙
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
100
項
目
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
政
策
の
目
標
に
掲
げ
、
町
民
総
参
加
型
の
町

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
、
着
実
に
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。過

去
に
長
寿
世
界
一
を
2
人
輩
出
し
、
子
宝
日
本
一
の
栄

誉
を
あ
わ
せ
持
つ
「
健
康
・
長
寿
と
子
宝
の
町
、
人
情
豊
か

な
も
て
な
し
の
町
」
伊
仙
町
は
、
急
激
に
少
子
高
齢
化
が
進

む
日
本
社
会
の
中
、
地
域
社
会
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
全
国

が
注
目
す
る
、
誰
も
が
行
っ
て
み
た
い
町
・
住
ん
で
み
た
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
奄
美
の
観
光
と
物
産
を
充
実
さ
せ
る
た
め
奄
美

群
島
を
一
元
化
し
た
社
団
法
人
奄
美
群
島
観
光
物
産
協
会
も

設
立
さ
れ
、
今
年
度
は
各
島
々
に
支
所
を
置
く
な
ど
交
流
人

口
の
拡
大
や
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
拍
車
が
掛
か
り
、
一
層

充
実
し
て
参
り
ま
す
。

徳
之
島
な
く
さ
み
館
に
つ
い
て
は
、
徳
之
島
の
代
表
的
な

伝
統
行
事
「
闘
牛
」
や
、町
指
定
文
化
財
「
目
手
久
八
月
踊
り
」

や
「
島
唄
」
な
ど
特
徴
的
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
あ
る
伝

統
文
化
の
保
存
継
承
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
で
交
流
人
口
か
ら
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

昨
年
の
50
周
年
記
念
式
典
と
徳
之
島
な
く
さ
み
館
の
こ
け

ら
落
し
記
念
闘
牛
大
会
に
は
、
関
西
空
港
か
ら
徳
之
島
へ
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
な
ど
で
５
０
０
人
以
上
の
出
身
者
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
出
身
者
を
も
て
な
し
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
島
に
定
住
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
島
を
愛
す
る
郷
友
会
と
の
連
携
・
交
流
を
推
進
す
る
こ

と
が
農
産
物
加
工
品
の
販
路
拡
大
・
定
住
拡
大
に
直
結
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
こ

と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
奄
美
群
島
の
12
市
町
村
各
自
治

体
が
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
発
展
す
る
こ
と
を
切
望
し
、

奄
美
全
体
の
振
興
発
展
に
繋
げ
て
行
く
こ
と
が
望
ま
し
い
姿

で
あ
り
ま
す
。

今
後
共
、「
長
寿
と
子
宝
の
町
」・「
人
情
豊
か
な
も
て
な
し

の
町
」
と
し
て
更
に
情
報
発
信
し
、
町
勢
発
展
の
た
め
、
職

員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
投
球
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
尚
一
層
の
御
協
力
と
御
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

伊仙町長

大久保 明

平成25年1月（302） （2）



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
制
施
行
50
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

伊
仙
町
が
、
内
外
共
に
注
目
さ
れ
躍
動
し
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
ま
ず
人
づ
く
り
で
す
。
全
国
ど

こ
で
も
通
用
す
る
学
力
・
体
力
を
持
ち
、
人
間
性
豊
か
な
人

づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
徳
之

島
を
誇
り
、
こ
の
島
を
愛
し
、
島
の
産
業
で
あ
る
農
業
を
守

り
育
て
よ
う
と
す
る
人
材
の
育
成
で
あ
り
ま
す
。
伊
仙
町
で

は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
人
教
育
を
目
指

し
て
ど
の
学
校
も
「
学
力
の
向
上
」
と
「
特
色
あ
る
学
校
経
営
」

を
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
各
学

校
で
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
毎
日
の
授
業
の
充
実
こ
そ

原
点
と
捉
え
、
全
小
・
中
学
校
で
指
導
法
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
管
理
職
研
修
会
に
お
い
て
も
、
学
力
保
障
に

つ
い
て
強
く
呼
び
か
け
意
識
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

ま
た
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、

東
部
・
中
部
・
西
部
に
分
か
れ
て
定
期
的
に
授
業
研
究
を
実

施
す
る
幼
・
小
・
中
連
携
部
会
や
、
中
学
校
の
各
教
科
部

会
の
前
向
き
な
活
動
は
、
本
町
の
学
力
向
上
に
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
時
代
の
読

書
量
が
学
力
の
ベ
ー
ス
（
堆
肥
）
に
な
る
と
捉
え
、
２
校
の

町
指
定
校
を
中
心
に
、
ど
の
学
校
で
も
読
書
量
調
査
や
読
書

週
間
を
位
置
付
け
、
読
書
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
他
に
も
、
保
護
者
に
家
庭
学
習
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
合
や
学
校
通
信
を
利
用
し
て

「
６
０
・
９
０
運
動
」
の
呼
び
か
け
と
質
的
改
善
を
図
っ
て
い

ま
す
。

学
力
向
上
と
生
徒
指
導
は
車
の
両
輪
と
言
わ
れ
ま
す
。
心

の
教
育
を
中
心
と
し
た
生
徒
指
導
が
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、「
い
じ
め
」
は
ど
の
学
校
に
も

あ
る
と
い
う
基
本
認
識
の
下
、
い
じ
め
を
一
件
で
も
多
く
発

見
し
、
一
件
で
も
多
く
解
決
で
き
る
よ
う
に
努
め
、
安
全
・

安
心
な
学
校
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
努
力
し
ま
す
。

徳
農
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
町
当
局
、
町
議
会
、

教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
平
成
25
年
4
月

よ
り
、
徳
之
島
高
校
で
大
島
養
護
学
校
の
訪
問
教
育
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
8
月
に
は
、
教
育
委
員
会
と
歴
史
民
俗
資
料
館

が
移
転
し
ま
し
た
。
今
後
、
広
い
敷
地
や
教
室
等
を
利
用
し

た
文
化
発
信
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
際
化
の
進
む
今
日
、
英
語
教
育
の
必
要
性
・
重
要
性
は

日
に
日
に
増
し
て
い
ま
す
が
、
町
独
自
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
3
年
目

を
迎
え
そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
子
育
て

支
援
」
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
預
か
り
保
育
」
も
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
県
・
郡
・
町
の
方
針
を
基
本
目

標
と
し
て
諸
行
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
学

び
フ
ェ
ス
タ
で
も
、
伊
仙
の
よ
さ
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
嘱
公
開
も
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
、
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
や
交
流
学
習
も
軌

道
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
大
島
郡
生
涯
学
習
大
会
の
次
期
大
会

（
平
成
26
年
度
）
に
向
け
て
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
に
は
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の

徳
農
校
跡
地
へ
の
移
転
を
契
機
に
、
そ
の
有
効
活
用
を
図
り

ま
す
。
特
に
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
伊
仙

町
民
の
よ
さ
を
自
覚
さ
せ
る
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

明
眼
の
森
が
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
（
予
定
）
に
な
る
こ

と
も
慶
事
で
す
。

今
後
、
更
な
る
町
教
育
行
政
の
充
実
発
展
に
向
け
て
教
育

委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
て
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
大
久
保
　
明
　
　
　
　

副
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
野
　
幸
次
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
茂
岡
　
　
勲
　
　
　
　
　
　

総
務
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
窪
田
　
良
治
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
課
長
　
　
　
　
　
　

　
　
牧
　
　
徳
久
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
務
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
池
田
　
俊
博
　
　
　
　
　
　
　

町
民
生
活
課
長
　

　
　
西
　
　
吉
広

保
健
福
祉
課
長

　
　
松
田
　
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
樺
山
　
　
誠
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
中
熊
　
俊
也
　
　
　
　
　
　

耕
地
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
上
木
　
義
一
　
　
　
　
　
　
　

環
境
課
長
　
　
　
　
　

　
　
益
　
　
一
男

伊仙町教育委員会教育長

茂岡　勲

水
道
課
長

　
　
　 

芳
田
　
勇
人

会
計
課
長

　
　
　 

幸
多
　
健
策

議
会
事
務
局
長

　
　
　
　
椛
山
　
正
二

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　
　
　
　
稲
　
　
隆
仁

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
　   

益
岡
　   

稔

教
育
委
員
会
総
務
課
長

　
　
　 

鶴
永
　
宏
造

社
会
教
育
課
長

　
　
　 

當
　
　
吉
郎

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
平
山
　
栄
文

ほ
ー
ら
い
館
館
長

　
　
　 

仲
　
　
武
美

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　 

澤
　
佐
和
子

　
　
　
　
　

　
　
　
　
他
職
員
一
同
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祝
　
伊
仙
町
町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
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祝
　
伊
仙
町
町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

10
月
27
日
に
伊
仙
町
町
制
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て

挙
行
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
郷
友
会
の
皆
様
が
参
加
し
、

町
内
外
か
ら
約
８
０
０
名
が
参
加
し
、
半
世
紀

の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
盛
大
に
節
目
を

祝
い
ま
し
た
。

大
久
保
町
長
は
式
辞
で
「
熱
い
町
民
性
は
時

に
激
し
く
対
立
し
、
町
の
発
展
を
阻
害
し
た
過

去
も
あ
っ
た
。
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
町
民
が
団

結
し
、
誰
も
が
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
伊
仙
の
情
熱

と
地
域
力
を
生
か
し
て
前
進
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
、
旧
伊
仙
村
の
第
10
～
13

代
村
長
を
務
め
た
故
叶
實
統
氏
、
医
療
・
介
護

福
祉
の
充
実
に
大
き
く
貢
献
し
た
医
療
法
人
徳

洲
会
理
事
長
の
德
田
虎
雄
氏
に
名
誉
町
民
の
称

号
を
授
与
。
元
町
歴
史
民
俗
資
料
館
長
の
義
憲

和
氏
と
関
西
伊
仙
町
連
合
会
顧
問
の
郷
野
健
一

郎
氏
に
町
民
栄
誉
賞
を
授
与
し
、
町
政
功
労
者

表
彰
で
は
、
７
部
門
に
１
団
体
・
74
名
を
表
彰

し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
前
国
土
交
通
省
国
土
政
策

局
特
別
地
域
振
興
官
の
安
栖
宏
隆
氏
が
「
徳
之

島
の
自
立
に
向
け
た
産
業
活
性
化
方
策
へ
の
提

言
」
と
題
し
、
奄
美
の
主
要
産
業
の
３
本
柱
で

あ
る
農
業
、
観
光
・
交
流
、
情
報
の
課
題
を
分

析
に
基
づ
き
指
摘
し
、「
こ
の
島
の
良
さ
を
守

り
、
発
展
さ
せ
る
に
は
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
変
革

す
る
こ
と
と
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
未
来
の

明
る
い
徳
之
島
が
実
現
で
き
る
」
と
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
郷
友
会

を
含
め
多
彩
な
余
興
芸
能
で
親
睦
を
深
め
、
半

世
紀
を
振
り
返
り
更
な
る
町
勢
の
発
展
に
熱
い

意
見
交
換
と
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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徳
之
島
地
域
文
化
情
報
発
信
施
設
こ
け
ら
落
と
し

伊
仙
町
で
は
、
こ
の
徳
之
島
地
域
文
化
情
報
発
信
施
設
が
み
な
さ
ん
に
「
身
近
」
で
「
よ
り
親
し
み
や
す
い
」
場
所
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
こ
う
と
い
う
目
的
で
、“
愛
称
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）”
と
“
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
”
マ
ー
ク
を
公
募
し
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
、
全
国
各
地
か
ら
愛
称
へ
の
ご
応
募
が
５
２
７
点
。
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
へ
の
ご
応
募
が
７
０
点
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
徳
之
島
地
域
文
化
情
報
発
信
施
設
こ
け
ら
落
と
し
式
典
に
お
い
て
採
用
作
品
の
公
表
が
あ
り
ま
し
た
。
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
愛
称
　
―
　「
徳
之
島
な
く
さ
み
館
」　
採
用
者
：
平
山
加
菜
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

○
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
　
―
　
採
用
者
：
平
山
陽
一
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

　

公
募
に
際
し
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
ご
応
募
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

イメージロゴ



１１月３日（土）に旧徳之島農業高
等学校体育館で、いせん学びフェスタ
２０１２が開催されました。青少年育
成の現状や高齢者を対象としたサロン
の取組などについて、事例発表が行わ
れました。また、文化協会によるステー
ジ発表も行われ、多くの来場者で会場
は賑わっていました。

第 ３４回伊仙町駅伝競走大会
冬の到来を告げる伊仙町駅伝競走大会が、開催されまし

た。喜念浜公園前をスタートし、ゴールの糸木名小学校グ
ラウンドを目指して、８区間で各校区の選手が襷を繋ぎま
した。沿道では、選手を応援しようと多くの方々が声援を
送っていました。結果は、犬田布校区が見事優勝を果たし、
２区間で区間新記録が生まれるなど、実りある大会となり
ました。

優勝 犬田布校区 区間賞 第１区 　佐倉　　佑京 第５区 　永里　竜美
２位 鹿 浦 校 区 第２区 　常　　加奈子 第６区 　上野　侑海
３位 伊 仙 校 区 第３区 　岩佐　那由汰 第７区 　吉鶴　正樹（新記録）

第４区 　作　　南々帆 第８区 　中　　夢子（新記録）

子 どもに「生きる力」を育む
１１月２４日（土）に、徳之島交流ひろばほーらい館で、鹿児

島県 PTA 活動研究委嘱公開伊仙町大会が開催されました。「子ど
もに生きる力を育む活発な PTA 活動の在り方」を大会テーマと
して、町内各学校の PTA による事例発表が行われました。PTA
組織は、各専門部に分かれて、学校行事に関わるだけでなく、学
校と地域住民の掛け橋にもなっています。今後も地域の特色や教
育力を生かして、子どもたちが健やかに成長できるよう、PTA 活
動の更なる発展を期待します。

～県 PTA 活動研究委嘱公開（伊仙町大会）～

伊 仙町戦没者合同追悼式
伊仙町戦没者合同追悼式が１１月２１日

（水）義名山神社の境内にある慰霊碑の前で
行われました。杉並遺族会会長・遺族関係
者７０名が参列し厳かに神事を執り行い、
戦争で犠牲となった４９８柱の御霊の平安
を祈るとともに、恒久平和への誓いを新た
にしました。

学 びをとおした人づくり・町づくり～いせん学びフェスタ２０１２～
平成25年1月（302）（7）



農 業を生かした地域貢献～４Hクラブの活動～

徳 之島用水パイプラインにみんなの夢を込めました。

１１月１２日（月）、４H クラブ（農業青年クラブ）の福山宣
太会長が、伊仙町教育長を表敬訪問しました。４H クラブは、学
校県民週間に合わせて、町内１１校の小中学校にパンジーの苗を
贈呈し、特に小学校では，花の植え方指導まで行いました。小学
生たちは、「植え方がよく分かった。」「自分でしっかり育てたい。」
など大喜びでした。福山会長は、「花植え活動をとおして農業の
すばらしさの一端を感じ取ってほしい。」と、来年の活動も視野
に入れている様子でした。伊仙町が行っている花いっぱい運動と
も関連する取組です。今回の活動を通じて、土に親しみ、花を愛
する子どもがたくさん育ってくれるといいですね。

この事業は宝くじ助成金で実施されています。集落自治会活動の充実・強化を図るため、集落行事などで使
用する活動備品等を整備する事業です。今年度は、小島集落自治会、上晴集落自治会、中伊仙西集落自治会、
木之香集落自治会の４集落に、要望した備品が整備されました。

１１月２３日（金）に開催された産業
祭で耕地課、土地改良区、県農村整備課、
土改連、国営徳之島用水農業水利事業所
と共同で、土地改良事業の PR を行いま
した。

その中で、敷設予定のパイプラインに
皆さんの願いを書いてもらい、後日敷設
しました。今後とも耕地課では、豊かな
農業の島を目指して、土地改良事業を進
めてまいります。

１２月４日（火）午後６時より、伊仙町中央公民館ホールにお
いて、「奄美群島国立公園指定に係る説明会」が開催されました。
奄美・琉球諸島の世界自然遺産登録（平成２８年目標）に向けた
取組の一つでもある奄美群島国立公園指定について、環境省奄美
自然保護官事務所の田中 準氏より説明がありました。この中で、
奄美群島世界自然遺産登録の「保護担保措置」として、環境省で
は奄美群島及びその周辺海域について、国立公園の指定作業を進
めているところで、平成２５年度中に指定の予定です。新たに国
立公園に指定される箇所の区域図や「指定に伴いどのような規制
があるのか。」また、「私たちの暮らしに影響が出るのか。」等、
具体例を示しながら説明がありました。この後、来場者からはノ
イヌ・ノネコによるアマミノクロウサギ被害等の質問が出ていま
した。

小島集落 自治会 上晴集落 自治会 中伊仙西集落 自治会木之香集落 自治会

奄 美群島国立公園指定に係る説明会

平 成 24 年度　コミュニティ助成事業の報告
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モ クモク農村交流ツアー in 徳之島で 50 名が来島

長寿の島からダイエットアイランドへ

日時：平成25年2月24日（日）13:00受付　13:30開始
場所：徳之島交流ひろば「ほーらい館」癒てぃなホール
主催：自治総合センター・伊仙町
共催：徳之島ダイエットアイランド協議会
後援：総務省
趣旨：

～本物の長寿を取り戻すために～　シンポジウム開催

長寿世界一を2人も輩出した徳之島において、長寿者が日々の生活の中で築き上げたライフスタイ
ルや現状を見直し、ダイエットに取り組むプログラムをこの島から発信する。島民の真の長寿を取
り戻すために、また健康意識の高い島外からのお客様へ満足のいくサービスを提供するために何が
必要か、その方向性を探るシンポジウムを開催する。

11 月 23 日（金）、伊仙町町制施行 50 周年
記念「第 36 回伊仙町産業祭～食の文化祭～」　
が徳之島交流ひろば「ほーらい館」で開催され、
あいにくの雨模様でしたが町内外から多くの家
族連れなどでにぎわいました。癒てぃなホール
で行われた式典では個人・団体への表彰や小学
生の「食育体験発表」に続き、大阪大学大学院
医学系研究科生体機能補完医学講座の前田和久
准教授が「まぁざくと長寿ホルモン・アディポ
ネクチン」、琉球大学熱帯生物圏研究センターの
屋宏典教授（当町小島出身）が「徳之島での薬
用植物栽培の可能性」を演題に講演。聴講した
皆さん一同、真剣に聞き入っていました。続い

ての歌謡ショーでは沖縄県宮古島出身の歌手・砂川恵理歌さんが優しい語り口と歌声で会に花を添えました。
ほーらい館前広場では各種展示・出店や同時開催された伊仙町漁業集落による「魚祭り・鮮魚直売」に多くの
方々が訪れていました。キビ重量当て・三輪車レース・綱引き・赤ちゃんハイハイレースなどのイベントも盛
況のうちに進み、最後を飾った「にわとり 100 羽つかみどり」には小さなお子さんからお年寄りまで多くの
皆さんが参加し、あちこちで繰り広げられるにわとりをめぐる珍プレーに大いに沸きました。

11 月 23 日（金）～ 25 日（日）の日程で、伊賀の里モ
クモク手づくりファームの会員さんご一行 50 名が「徳之島
農村交流ツアー」へ参加して下さいました。バレイショ植え
付けやコーヒー苗の植樹を始め、闘牛大会、長寿の島ウォー
キング、サトウキビ絞り体験など、盛りだくさんのメニュー
を体験し、大盛況のうちに終了しました。
「徳之島は初めて来ました。人に温かく、生き生きとした方々
にお会いできたこと、私にとっては宝物です。」「今政治に求
められていることは、この徳之島とモクモクさんの活動から

学べることが多々あると思います。この素晴らしいコラボレーションにより、日本を元気にして下さい。」「生
きること、食べること、死と向かい合うこと。自分の人生観が変わりました。」など、全国各地からご参加頂
いた皆様から熱いメッセージを頂きました。また来年以降も継続して、徳之島のファンを広げていきたいと思
います。 

第 ３６回伊仙町産業祭 ～食の文化祭～
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医療費助成について
重度心身障害者医療費助成

重度の身体障害児（者）や知的障害児（者）の方が、医療保険各法及び老人保健法によ
る医療を受けた場合に、その医療費の自己負担分を助成します。

◆対象者
　・身体障害者手帳の等級が1・2級の者 
　・療育手帳の等級がＡの者
　・身体障害者手帳の等級が3級の者（療育手帳Ｂ1所持者）

乳幼児医療費助成

ひとり親家庭医療費助成

6歳未満の乳幼児が医療機関で受診した場合、その医療費の一部を助成します。

◆対象年齢
　・医科・歯科診療とも就学前まで（6歳に達する日以降の最初の３月３１日まで） 

◆給付内容
　・1ヶ月にかかった治療費が入院、通院を合わせて3 , 0 0 0円を超えた額を助成します。
　　（ただし、この場合の1ヶ月とは1日～31日換算とする。）なお、町民税非課税世帯の場合は全額を
　　助成します。

母子・父子家庭等の方々の生活の安定と健康の保持増進を図るために、医療費の自己負担分を助成する制度です。

◆対象者
　・伊仙町に住所を有し、配偶者のない母又は父及びこれに準ずる者で、18歳未満の児童 (ひとり親家庭
　　等の父又は母及び児童、父母のない児童が対象 )ただし、所得状況によっては受けられない場合もあり
　　ます。

◆助成額
　・健康保険等の対象となった医療費の自己負担した額です。

　※いずれも医療費助成金は、自動償還方式でレセプト確認後の口座振込みになります。
     詳しくは、伊仙町役場　保健福祉課　８６－３１１１（内６３）まで

保健センターから予防接種のお知らせ

平成25年1月（302） （10）

鹿児島県の今年の小児細菌性髄膜炎は、4例確認されています。
※この4例中3例が徳之島で発症しています。細菌性髄膜炎は、
乳幼児がかかりやすく、子どもの命にかかるこわい病気です。ヒ
ブと肺炎球菌の予防接種で細菌性髄膜炎を予防しましょう。伊仙
町では、平成24年度ヒブワクチン・肺炎球菌ワクチン接種費用
の全額補助事業を実施しています。対象は伊仙町に在住の生後
2ヶ月齢児～4歳児(5歳の誕生日前日まで)です。

６５歳以上の高齢者肺炎球菌の予防接種の助成を行っています。
助成額は3,000円で、保健センターにて申請を受付けていま
す。申請期間は、平成２４年１１月１日（木）から平成２５年３
月１５日（金）までとなっています。申請の際には、印鑑が必要となります。

お問い合せ先：伊仙町保健センター　TEL　０９９７－８６－２１２４

○

○



入札参加資格申請のお知らせ
『平成 25・26 年度建設工事入札参加資格申請』を下記のとおり受け付けます。

※町内業者においては、『平成 25 年度建設工事入札参加資格申請』等となります。

記

　　●　提 出 書 類（建設工事について）
　　　　　１　建設工事入札参加資格審査申請書
　　　　　２　建設業許可通知書の写し
　　　　　３　建設業許可申請書の写し
　　　　　４　経営規模等評価・結果通知書の写し
　　　　　５　直前 2 年の各事業年度における工事経歴書
　　　　　６　町税等納税証明書及び各使用料納入証明書（町内業者のみ）
　　　　　７　消費税及び地方消費税納税証明書の写し
　　　　　８　労働保険料（労災保険）納入証明書の写し
　　　　　９　退職金共済組合加入契約証明書の写し

		  10   雇用保険料納入証明書の写し
		  11   使用印鑑届
		  12   その他（ボランティア証明書の写し　等）

　　●　提 出 書 類（物品について）
　　　　　１　入札参加資格審査申請書
　　　　　２　営業概要書
　　　　　３　納税証明書
　　　　　４　徴税等納税証明書及び各使用料納入証明書（町内業者のみ）
　　●　測量，建設コンサルタント，地質調査等については，国土交通省の		

	 　　統一様式で提出してください。

　　◎　提 出 部 数：各 1 部
　　◎　受 付 期 間：平成 25 年 1 月 7 日～平成 25 年 3 月 29 日迄
     
※　注 意 事 項

	 １	 書類不備の場合は受付けできません。早めに申請し、確認を受けて	
		  ください。なお町内の新規業者を除き、上記受付期間を過ぎると受	
		  付けできません。
	 ２	 提出書類は、提出書類の一覧表を最上段にし、上記の各様式番号順にイン	
		  デックスを付けA4判のファイルに綴じ、表紙及び背表紙に入札参加資格		
		  審査申請書」及び「会社名」を記入してください。また、複数の業種を申	
		  請する場合は、業種ごとに提出してください。
	 ３	 申請年度内に許可（建設業許可）の期限が切れる場合は、すみやか	
		  に新許可書を入手し提出してください。
	 ４	 町外業者については、2 年毎、町内業者については毎年の更新をお	
		  願いします。
	 　　【お問い合せ先】　伊仙町役場　建設課　℡：0997-86-3111
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平成２５年度保育所入所申込について

・幸徳保育園 　定員６０名 　０歳から保育時間は７時３０分〜１８時
・いせん保育園 　定員４０名 　０歳から保育時間は７時３０分〜１８時
・わかば保育園 　定員６０名 　０歳から保育時間は７時３０分〜１８時

・喜念へき地保育所 　定員３０名 　１歳６ヶ月から保育時間は８時３０分〜１７時１５分
・古里へき地保育所 　定員３０名 　１歳６ヶ月から保育時間は８時３０分〜１７時１５分
・面縄へき地保育所 　定員３０名 　１歳６ヶ月から保育時間は８時３０分〜１７時１５分
・検福へき地保育所 　定員３０名 　１歳６ヶ月から保育時間は８時３０分〜１７時１５分
・西伊仙へき地保育所 　定員３０名 　１歳６ヶ月から保育時間は８時３０分〜１７時１５分

平成２５年４月１日以降の認可保育所・へき地保育所の入所申込を下記のとおり受付いたします。
申込書は、役場町民生活課にあります。なお、現在入所中の方については、保育所を通じて「入所申込
書」を配布してあります。

○受付期間　　平成２５年１月７日（月）〜平成２５年１月３１日（木）
○伊仙町内の認可保育所

○伊仙町内のへき地保育所

★２０歳になったら国民年金★
　国内に居住する２０歳以上６０歳未満のすべての人は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納める
ことになります。
★国民年金（基礎年金）３つのメリット★
１、老後を支えます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老齢基礎年金
２、病気やけがで障害の状態になったときに支えます　　　　　　　障害基礎年金
３、加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます　　　遺族基礎年金
★世代と世代の支え合いの仲間入り★
　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担するという「世代と世代の支え
合い」が基本です。
★「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」★
　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」（学生のみ）、「若年者納付猶
予制度」（３０歳未満）などの保険料納付猶予制度があります。
★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専
修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「若年者納付猶予制度」
　学生でない３０歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年
金額には反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能となった時に「追加
制度」をご利用いただければ、将来受け取る年金を増額することができます。
　２０歳になった時の国民年金の手続き等については、伊仙町役場町民生活課までお問い合わせくださ
い。　　　　　【お問い合せ先】町民生活課年金係　0997-86-3111（内線52）

国民年金のお知らせ新成人のみなさん　おめでとうございます。

※保育所（園）へ入所できる児童は、両親いずれもが家庭内外問わず働いている場合、または次の事情に
ある場合です。（親のいない家庭・母親の出産等・病人の看護等・家庭の災害）
◎認可保育所は、所得状況等により保育料が変わります。
◎保育所入所（希望者多数）により、希望の保育所に入所出来ない場合があります。予めご了承下さい。
【お問い合せ先】町民生活課　　８６−３１１１（内線５５）
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ご存じですか？検察審査会
　交通事故・詐欺・脅しなどの犯罪の被害に遭い、警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起
訴してくれない。

　このような不満をお持ちの方は、遠慮なく検察審査会事務局にご相談ください。相談や申立につい
ての費用は無料で、秘密は堅く守られます。

　検察審査会では、選挙権を有する国民の中から「くじ」で選ばれた１１人の検察審査員が、検察官
が事件を起訴しなかったことの「善し悪し」を審査します。お問い合せは、以下のとおりです。

	 鹿児島検察審査会事務局　　鹿児島市山下町１３－４７　　鹿児島地方裁判所内

　　　　　　　　　　　　　					    TEL　０９９－８０８－３７１９

	 名瀬検察審査会事務局　　　奄美市名瀬矢之脇町１番１号　鹿児島地方裁判所名瀬支部内

　　　　　　　　　　　　　					    TEL　０９９７－５２－５７４１

IP告知端末機の操作について

電話がつながらない。インターネットが利用
できなくなったなど、お困りの場合には、

下記までご連絡ください。
お問い合せ先　徳之島ビジョン

電話番号（０９９７－８６－４２５０）

①

③

④

⑤
②
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⑨⑩⑪

　伊仙地区に 32 か所にあるうち３つ。

⑨のような字体はあまりみられない。⑩はコンクリ

―トによって作られ、字

は手書き。⑪は琉球石灰岩

で作られた何も書かれてい

ない石敢當。春にはユリの

花が咲き、とても美しい。
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伊仙地区に32か所にあるうちの３つ。
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　今回の調査によって喜念・面縄・伊仙・阿権・犬田布地域の中だけで 61 か所の石敢當が存在すること

がわかりました。しかし、まだ見落としているものもあると思います。また、他の集落についても調査を

行う予定ですので、ご協力の程よろしくお願いいたします。
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ま
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阿権（1か所）犬田布（10 か所）

⑬⑭⑮

　犬田布、西犬田布合計して 10 か所あるうちの 3つ。

⑬はコンクリートの塀に作られている。⑭は中国でよ

くみられる「泰山」に八卦の図が書かれているもの。

⑮は家の改築に伴って場所を移動したもの。

　
⑫
は
阿
権
集
落
唯
一
の
石
敢
當
。
石
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へ

（写真1）

（写真 2）

写真説明

写真 1：犬田布明眼の森（西側から見た風景）

写真 2：アマミアラカシ群

お問い合わせ

伊仙町歴史民俗資料館

ＴＥＬ：86-4183

ＦＡＸ：86-4184

東西犬田布で合計して１０カ所あるうちの３つ。
⑬はコンクリートの塀に作られている。⑭は中国でよ
くみられる「泰山」に八卦の図がかかれているもの。
⑮は家の改築に伴って場所を移動したもの。

明
眼
の
森
が
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
へ

　

平
成
24
年
11
月
16
日
、
国
の
文
化
財
審
議
会
が
伊
仙
町
犬
田
布
に
あ
る
「
徳
之
島
明
眼

の
森
」
を
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ

の
森
は
琉
球
石
灰
岩
地
に
成
立
す
る
ア
マ
ミ
ア
ラ
カ
シ
を
中
心
と
し
た
南
西
諸
島
の
代
表

的
森
林
で
、
沖
縄
県
も
含
め
残
存
す
る
ア
マ
ミ
ア
ラ
カ
シ
林
は
少
な
く
、
南
西
諸
島
の
石

灰
岩
地
を
代
表
す
る
自
然
林
と
し
て
貴
重
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

お問い合せ先
伊仙町歴史民俗資料館
TEL：86-4183
FAX：86-4184

写真説明

写真 １：犬田布明眼の森（西側から見た風景）

写真 ２：アマミアラカシ群

平成25年1月（302）（15）



　

わが町のアイドル

【お詫びと訂正】

９月に「第２６回伊仙町ほーらい祭IN面縄港　終了
御礼」として、寄付金ご芳名のチラシをお配りしまし
た。ご芳名記載欄で南大島農業共済組合と記載があり
ましたが、正しくは、南大島農業共済組合職員一同で
した。訂正してお詫びいたします。
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憲
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源
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よ
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祐
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さ
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ま
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よ
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ア
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さ
ん　
（
亡
伊
藤　

隆
夫
さ
ん
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よ
り
金
一
封

○
下
検
福　
　

名
古　

善
太
郎
さ
ん　
（
亡
名
古　

メ
タ
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

○
東
犬
田
布　

浜
口　
　

政
良
さ
ん　
（
亡
浜
口
エ
イ
子
さ
ん
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よ
り
金
一
封

○
上
検
福　
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喜
代
子
さ
ん　
（
亡
稲　
　

政
秋
さ
ん
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よ
り
金
一
封

○
西
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鯵
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茂
子
さ
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（
亡
鯵
坂　
　

充
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

人口の動き（平成 24 年　11 月 30 日現在）

総人口＝ 7,125
　男　＝ 3,555
　女　＝ 3,570
世　帯＝ 3,582

鰺
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梨
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仙
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味
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代
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検
福

直
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春
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瀬
滝

作
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俊
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喜
念

勇　
　

理
恵	

伊
仙

實島　匠栄（みしま　しょうえい）

１1 カ月
泣いたり笑ったり、忙しい
匠栄君☆
その笑顔に毎日癒されす。
もうすぐ１歳。元気にすく
すく育ってね！

南　祐惺（みなみ　ゆうせい）

1 歳 7 カ月
いつも、元気いっぱいの祐
惺。これからも、たくまし
い子に育ってね。

富　一華（とみ　いちか）

９カ月
我が家に一つの華を咲かせ
てくれてありがとう。
特技の巻き舌で、みんなを
笑わせています。

元岡　凛（もとおか　りん）

2 歳 5 カ月
９月には弟の真希也が産ま
れてお姉ちゃんになりまし
た！歌をうたうのが大好き
で周りを明るくしてくれま
す！これからもいっぱい食
べていっぱい笑って大きく
なってね

子宝日本一の町

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

香
典
返
し　
　

※ 

社
会
福
祉
協
議
会
受
付

出　生＝   3
死　亡＝ 10
転　入＝ 20
転　出＝ 21


